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電子入札システムの導入について

令和４年６月・７月

四日市市 総務部 調達契約課

四日市市 上下水道局 総務課
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１．背景

◆ 平成１３年４月 「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」
・価格と品質が総合的に優れた公共調達の実現
・ダンピング受注の防止等の入札及び契約の一層の適正化に向けた取組

◆ 平成20年12月22日 「公共工事の入札及び契約の適正化の推進について」
（総務省，国土交通省連名通知）
・入札契約適正化法に基づく入札及び契約の一層の適正化に向けた取組み

を要請
・談合等の不正の防止，事務の簡素化や入札に要する費用の縮減，競争に参加

しようとする者の利便性の向上等の観点から，市町村においても可能な限り
速やかに電子入札の導入に努めること。

・電子入札は「電子調達」の機能の一部

◆ 電子入札の導入後は「電子調達」に係る費用対効果の検証や他自治体の
導入状況等の調査を行うほか，関係各課による協議の場を設けながら導入に向けた
環境整備を行う必要がある。
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２．電子入札システム導入の目的

四日市市の入札手続においては、入札書の郵送など、紙ベースでやり取りを行ってきま
したが、入札事務のデジタル化、オンライン化を進めることにより、事業者の利便性の向上、
入札・契約事務の効率化、迅速化等を図るため、電子入札システムを導入します。

（１）公正な入札
設計図書などの配付や質問書及び回答書のやり取りを、各事業者が日常的に
利用しているインターネットを介して簡便かつ適正に行うことで、入札参加者同士が
顔を合わせる機会や、職員と事業者が接触する機会が減少するため，公正性を高め
ることができます。

（２）透明性・競争性の促進
電子入札システムにより幅広く工事等の入札情報を開示することで、透明性の確保と
事業者の入札参加の機会が拡大され、競争性が促進されます。

（３）利便性の向上（郵便コストなどの削減）
事業者においては、郵便局まで足を運ぶ必要がなく、時間的拘束から開放され、
交通費、郵送料、人件費等の経費節減が可能となり、利便性が向上されます。

（４）業務の効率化・迅速化（行政サービスの向上）
入札や入札結果・契約内容の公表の効率化・迅速化が図ることができます。
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３．電子入札システムの特徴

◆電子入札コアシステム
汎用性の高いシステムとして全国的に広く採用されており、三重県も採用している
JACIC※製を採用します。
このことにより、電子入札システムにおいて、利用者登録業者は、市の電子入札に
参加するための新たな投資は不要となります。

◆システムの整備
費用対効果の面で有利なＡＳＰ（Application Service Provider）方式のシステムを
採用します。

※ JACIC：一般財団法人日本建設情報総合センター
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４．電子入札ASPシステムイメージ図
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５．電子入札の対象範囲

◆工事、建設関連業務委託及びコンサルで導入します。
※５０万円以上の建設工事（営繕工事にあっては１００万円以上）及び５０万円以上の

剪定・除草等業務や測量等調査設計業務を対象

◆以下の業種・ランクの対象工事において導入済です（令和４年６月１日現在）。
・土木一式 Ａ及びＢランク
・建築一式 Ａ及びＢランク
・ほ装 Ａ及びＢランク

※総合評価方式のうち、住所要件に市外本店が含まれるものについては、
令和４年９月以降に公告する案件から対象とする予定です。

◆土木一式（Ｃ、Ｄ、Ｅランク）、建築一式（Ｃランク）、ほ装（Ｃランク）、電気、管及び機械器具設置
の対象工事について、運用を拡大します。
※令和４年７月２０日以降に公告するものを対象

◆その他の工種の対象工事については、令和４年度に運用を拡大します。
※令和４年９月以降に公告する案件から対象とする予定です。

◆一般競争入札及び指名競争入札について実施します。
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６．電子入札運用スケジュール

※１ 利用者登録は、電子入札システム運用開始までに行ってください。
※２ 各業種の複数ランクにまたがるもの（AB、BCなど）については、下位のランクの

運用開始時期に準じます。

令和３年度
ー 4月 5月 6月 7月 8月 9月

　土木一式　Aランク
　建築一式　Aランク

　土木一式　Bランク
　建築一式　Bランク
　ほ装　　　A、Bランク

　土木一式　Ｃ、Ｄ、Ｅランク
　建築一式　Ｃランク
　ほ装　　　Ｃランク
　電気、管、機械器具設置

　その他の業種
（コンサルを含む。）

対象者
令和４年度

・利用者登録
・電子入札システム運用
・入札情報公開システム運用

・電子入札システム運用

・説明会(第２回)

・利用者登録

・利用者登録
・入札情報公開
システム運用

・電子入札システム運用

・入札情報公開システム運用

・入札情報公開システム運用

・入札情報公開システム運用

・説明会(第３回)

・利用者登録

・電子入札
システム
運用
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７．電子入札制度について

◆入札情報について
入札公告及び入札経過等の結果について，入札情報公開システムを活用します。
設計図書（設計内訳書，図面等）についても，閲覧可能です。

◆電子入札案件は原則電子で執行します。
・ICカード等，環境設定の準備を進めてください。
・当面の間，ICカード等，環境設定の準備が間に合わない場合に特例として紙入札も

受け付けます。
・紙入札の場合、入札書は郵送期間内に郵送により提出してください。

※封筒には、件名、会社名等を記入してください。
※郵送提出先は「四日市郵便局留 四日市市役所調達契約課（四日市市上下水道

局総務課）行」とし、一般書留、簡易書留又は特定記録郵便によることとします。

◆入札に必要となる提出書類の提出方法（一般競争入札に限る。）
入札時に「競争入札参加確認申請書」及び「公告で指定する書類（※）」をシステムで
添付します。
３ＭＢを超える場合は持参又は郵送してください。
※企業の実績書類、配置予定技術者の資格確認資料等
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８．システムの入口
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９．お問い合わせ窓口

●電子入札システム，入札情報公開システムの操作方法について
（株）日立システムズ 電子入札総合ヘルプデスク
受付時間：平日9：00～12：00，13：00～17：30
電話番号：0570-021-777
メールアドレス：sys-e-cydeenasphelp.rx@ml.hitachi-systems.com

●ＩＣカードの取得，設定について
電子入札コアシステム対応の各認証局

●入札制度及び個別案件（四日市市発注案件）について
四日市市 総務部調達契約課
電話番号：059-354-8125
メールアドレス：choutatsu@city.yokkaichi.mie.jp

●個別案件（四日市市上下水道局発注案件）について
四日市市 上下水道局総務課
電話番号：059-354-8352
メールアドレス：suidousoumu@city.yokkaichi.mie.jp

mailto:choutatsu@city.yokkaichi.mie.jp
mailto:suidousoumu@city.yokkaichi.mie.jp

	電子入札システムの導入について�
	１．背景 
	２．電子入札システム導入の目的
	３．電子入札システムの特徴
	４．電子入札ASPシステムイメージ図
	５．電子入札の対象範囲
	６．電子入札運用スケジュール
	７．電子入札制度について
	スライド番号 9
	９．お問い合わせ窓口

